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海洋教育「結ぬ海科」カリキュラム 

  



〇自ら学び、考え、実践する生徒  

〇心豊かで、自他を尊び、思いやりのある生徒 

〇健康で、根気強く、たくましい生徒 

 

「海を学び、海から学び、海を愛する」生徒の育成 

〇竹富町、西表島の地域、環境、産業、文化に関心をもち、自分とのつながりと関わりに目を向

けながら意欲的に課題を解決することができる生徒を育成する。 

〇「問い」をもち、課題について学ぶ必要性と道筋を理解しながら、他者と協働して学習を進

め、自分の生活の在り方を深く考える生徒を育てる。 

〇目的や内容に応じた探究の仕方やまとめ方、表現の仕方を工夫しながら自分の考えを豊かに

表現する力や説明する力を高める。 

「疑問を持つ」「課題追求力」「情報収集・読解力」 

「表現力」「まとめる・発表する」「交流する」 

「地域の一員としての自覚」「郷土を愛する心」「未来につなげる行動力」 

２０１７年に改訂された新学習指導要領においては、「社会に開かれた教育課程を重視」、「知識の理

解の質をさらに高め、確かな学力を育成」、「体験活動の重視などにより、豊かな心や健やかな体を育成」

という核となる３つの基本的な考え方が示されている。また、知識の理解の質を高め、資質・能力を育

む「主体的・対話的で深い学び」が学校教育には求められている。 

 「美しい自然を未来につなげる」という理念のもと、地域社会を通して海との関わりを考えること、

海を視点とし、環境・状況から様々な課題を発見・設定し、各教科で身に付けた見方・考え方を生かし

て問題解決に向かうことは、教科横断的なものとなり、より深い理解を促す。 

 西表の豊かな自然という教育資源と各教科等のつながりを深め、本校の特色を生かした深い学びに至

るカリキュラムを構成することは、生徒一人一人の未来に向けた資質能力の育成だけでなく、教師、学

校、家庭、地域の教育力の向上にもつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 
 

 

 

本校の海洋教育の目標 

 

 

 

 

 

 

 

地域の学びから考えるつながり 

～「海・自然と生きる探究活動」の実践を通して～ 

海洋教育を通して育む力【個人レベル】 



・海洋リテラシー、海に関する共通教養（副読本の活用） 
知識 

技能 ・探究・表現・発信の仕方などの問題解決スキル 

・コミュニケーション、チームワーク、リーダーシップなどの対人関係スキル 

・海と環境、災害、暮らしや人との関係性などから、多面的・多角的に考察し、

見方・考え方・行動を決定する力 

思考・判断 

・表現力等 

・好奇心、主体性、協働、創造、責任感などの西表で育ったアイデンティティ 学びに向かう力 

 

 豊かな自然環境を教材とした体験活動を中心に、身近な自然や人と触れ合い、自然・文化・産

業に関わりながら、ふるさと西表への思いや考えを深め、課題解決に向けて協働して活動する

ことができる「持続可能な社会の創り手」として生徒の育成に取り組む。  

海洋教育の実践を通して、身に付けたい資質・能力を、①自分の考えをもつ力、②つなげる

力、③チャレンジする力、と３要素に整理する。これらの、社会で必要とされる資質・能力を教

科等横断的に、教育活動全体で取り組む。 

  

資質・能力の３要素 具体的な力・できるようになること 

自分の考えを持つ力 
＝探究、追求、比較・検討、振り返り 

想像・創造 

つなげる力 
＝協働、対話、傾聴、コミュニケーション、感謝 

 教科等横断的な力 過去・現在・未来 

チャレンジする力 
＝失敗から学ぶ、自己理解、自己肯定、行動力、自己管理 

 セルフマネジメント Act Local Think Global 

 

海洋教育を通して育む力と学習指導要領の関連性 

 

 

 

 

 

 

 

海洋教育の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１世紀を生きる生徒一人一人に必要な「生きる力」の育成 

「持続可能な社会の創り手」の育成 

なお、上記の３要素は１５で島を離れる「島立ち」を支えるための、本校教育目標とも合致する。 

 

  
自分の考えを持つ力 

つなげる力 

自ら学び、考え、実践する生徒 

チャレンジする力 

心豊かで、自他を尊び、思いやりのある生徒 

健康で、根気強く、たくましい生徒 

教育目標 



指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育課程特例校として、年間３５時間の海洋に関する学習「結ぬ海科」に取り組む。 

「結ぬ海科」を核として、各教科で教科等横断的に海洋に関する学びを深めていく。 



事後学習 

 

〇海洋リテラシー 

〇サンゴ礁について 

サンゴ礁のいきも

のについて 

（副読本） 

〇サンゴ礁にすむい

きもの制作（美術） 

 

 

 

〇事前学習で調べ

たこと、予想した

こと等を体験の

中で学ぶ。 

〇教科等でのつな

がりについて考

える 

 

 

 

〇体験のまとめ 

〇お礼状の作成 

〇海の問題（副読本） 

〇持続可能な観光とは 

〇地球温暖化について 

〇サンゴ礁を守るには 

 

 

 

 

 

〇サンゴ会議（サンゴ

の海を守るには） 

〇ツアープラン作成 

〇海を未来につなげ

るための具体的な

行動 

〇アイデアの発信 

 

 

１ 地域素材を生かしたカリキュラム開発 

２ 生徒の「問い」に基づいた単元構想 

３ 思考・判断・表現する場の設定 

 

 

学び方・教え方 

 

 

 

 

 

 

海洋教育における「探究」の視点 

 

 

単元デザイン例（体験ダイビング） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来につなげる力・行動へ 体験活動 事前学習 

関心の喚起 理解の深化、新たな問い 

 

雄大な自然、美しい海に四方を囲まれた西表島において、海・自然そのものが持つ魅力を

子供たち一人一人が自らの言葉で語れるようにしなくてはならない。海・自然について探究

する時、そこには常に新しい楽しみと学びがあふれている。海洋教育の学習は知識の伝達に

とどまらず、体験、体感を重視して、探究や実践を重視する参加型アプローチをとる。 

単元イメージ図 

副読本の活用 

海洋に関する共通教養 

副読本の活用 

海洋に関する共通教養 

事前学習 体験活動 
未来のための

力・行動へ 事後学習 

 

 

身に付けたい資質・能力 

自分の考えを持つ力 つなげる力 自分の考えを持つ力 チャレンジする力 

〔単元の目標〕 

西表におけるサンゴ礁に関する体験活動を通して,自然環境は人々の生活や地域の特徴と深く関わって

いることを理解し,持続可能な視点から多面的に自然環境の在り方について考えるとともに,自らの生活

や行動に生かすことができるようにする。 



「内容のまとまりごとの評価規準」 

探 

究 

課 

題 

内容のまとまりごとの評価規準 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

 

西

表

の

海

と

環

境

問

題 

・海の環境は人間の生活と重

要な関わりがあること,持

続可能な環境の実現とその

問題,問題解決に向けて取

り組む人々がいることを理

解している。 

・海の環境の現状を捉えるた

め目的や対象に応じた調査

活動を適切に実施してい

る。 

・持続可能な環境の実現に関

する理解は,探究的に学習

してきたことの成果である

ことに気付いている。 

・海洋に関する複雑な問題に

向き合って,課題を発見し

設定することができる。 

・課題の解決に必要な情報

を,効果的な手段を選択し

て多様に収集し,種類に合

わせて蓄積している。 

・課題解決に向けて,多様な

情報を整理し,考えを持っ

ている。 

・相手や目的に応じて,わか

りやすくまとめ,表現して

いる。 

・課題解決に向け,自分の生活

を見直し,自分の特徴やよさ

に気付き,探究活動に進んで

取り組もうとしている。 

・自他の意見や考えのよさを生

かしながら課題解決に向け,

協働して学び合おうとしてい

る。 

・地域との関わりの中で自己の

生き方を考え,自分にできる

ことを見つけようとしてい

る。 

 ※評価の方法として,論述式の問い（例：サンゴの危機状況と守る方法 等）に対する記述内容などで見

取ることも,考えられる。→ポートフォリオ形式で変容を記録できるようにする。 

 

単元計画例（サンゴ礁について） 

〇「西表サンゴマップ」を作成しよう（８時間：結ぬ海科・総合的な学習の時間） 
〈第 1時〉学習の見通しをもつ・・・・・・オリエンテーション 

                  西表のサンゴ礁の重要性について知り、学習する計画を立てる                                              

〈第２・３時〉サンゴのカラーチェック・・フィールドワーク① 

                  各海岸（中野、まるま、ウナリザキ等）のサンゴの形状と 

                  色（カラーチャート）を用いて、調査する            

〈第４・５時〉サンゴのカラーチェック・・フィールドワーク② 

                  各海岸（中野、まるま、ウナリザキ等）のサンゴの形状と 

                  色（カラーチャート）を用いて、調査する              

〈第６・７時〉体験のまとめ・・・・・・・調査のまとめ 

                  フィールドワーク①～②の間での変化がないか確認する 

                  西表のマップ上にシールでカラーの分布図を作り「西表サンゴ                                                                                       

                  マップ」を作成する。                     

〈第８時〉・・・・・・・・・・・・・・・・発表 

                  作成した「西表サンゴマップ」をどのようにしたら、地域で活用 

できるか、探究的に具体的な方法を考え、行動する。 

準備物：副読本（サンゴ礁について）、サンゴカラーチャート、デジカメ、水温計、西表島の地図、巻き

尺、ＣＤ、シュノーケル（海水の透明度の測定） 



【1時間】 学習の見通しをもつ・・・・・・オリエンテーション                  

 副読本を使って、「サンゴ礁」や「サンゴ」について学ぶ。そして、サンゴ礁が島を守る防波堤になっ

ていることや海の生態系を支えていることについて学んだ。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【1時間】 サンゴのモニタリング・・・・・・浜下り（４月１４日）                       

 沖縄には旧暦の３月３日の干潮、女性が浜に下り、その年の無病息災を願うという行事がある。生徒た

ちは学校近くの浜に行き、干潮に観察することのできるサンゴの調査をした。調査の中で、リーフにぶつ

かる波を見て、実際にサンゴが強い波の防波堤になっていることや、多種多様なサンゴの存在、サンゴか

ら出る粘液の様子などを学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハマサンゴの大きさを測り、 

年代を推測する 

折れたサンゴから出る粘液の 

様子を観察 
５ｍ×５ｍの範囲でサンゴの種

類・色を調査する 

サンゴの種類や役割について確認する 
学習の「まとめ」において、サンゴがなければ、西表島の豊

かな自然が存在せず、観光業、人の生活が成り立たないこと

に気づくことができた。 



【４時間】サンゴ礁に住むいきものを作ろう【美術（造形）】                        

  

 

 

サンゴ礁に住むいきものの中から自分の気に入った魚を、スケッチ、着色し、立体作品を作った。 

 作品を作る過程で、岩礁の下に住む魚、回遊する 泳ぐ速度の速い魚、サンゴの中に隠れる魚など、生

きている環境に応じて、眼の位置やひれの形、体高などに違いがあることに気づくことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２時間】 サンゴのモニタリング・・・・・・３地点調査                    

               地域の海から３つの地点（ひない海岸、中野海岸、うなり崎）を設定し、

サンゴのモニタリングを行う。それぞれの地点は、波の穏やかな地点、激

しい地点、定期船の航路の近くの地点などと、環境の違う地点を選び、「生

息するサンゴに違いがあるのか」、という視点をもとに比較ができるよう

各グループに分かれて調査を行った。 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

【サンゴのカラーチャート】 【サンゴの種類分け】 

見つけたサンゴを 

それぞれ地図上に 

 

「①Ｂ４」 

→（かたまり・黄緑） 

 

と記録していく。 

自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ、機能性と美しさの調和などについて考え、主題を

生み出し、創造する。 【新学習指導要領（美術）１目標（２）】より 

 



生徒たちはグループごとに、それぞれのポイントでサンゴの種類・色の調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が実際に記録したサンゴの写真 

【①中野海岸】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○リーフエッジ

まで観察できて

いる生徒の記録 

枝サンゴが海

底を覆っている

様子を撮影する 

ことができた。 

テーブルサンゴ、枝サンゴ、ハマサンゴなどの様々な種類や色の違うサンゴを記録することができた。 

サンゴの天敵「オニヒトデ」も確認

することができた。 
イソギンチャクと共生する 

カクレクマノミを記録 

ハマサンゴの表面に「シャコ貝」を 

見つけることができた。 

中野海岸 

中野海岸の様子 



【②ひないビーチ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③うなり崎】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひないビーチ 

ハマサンゴを中心に、点在するサンゴの群

落を発見し、記録することができた。 

うなり崎 

波やうねりの激しいポイントで、サンゴが

折れにくく太くなっており、枝サンゴがあ

まり見られないことに気づくことができ

た。 



【１時間】 サンゴのモニタリングのまとめ                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒がサンゴをマッピングした地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループごとに、写真をもとに観察したサンゴの種類や名前を記録していく。 

それぞれの海を印刷したものの上にサンゴの色や形を折り紙を切り抜いた形と色で表し、マッピングを行った。 

中野海岸 1 中野海岸 2 

ひないビーチ 

うなり崎 

【わかったこと】 

○ひないビーチ･･･サンゴが少なく、色は茶色のものが多い。ハマサンゴなどが点在している。 

○うなり崎･･･････サンゴが大きく、色が豊富なこと。また、サンゴは折れにくく固まって密集している。 

○中野海岸･･･････ハマサンゴ→枝サンゴ→テーブルサンゴの順番に生息している。 

1 2 
 

3 
 

①うなり崎のサンゴ ②中野海岸のサンゴ ③ひないビーチのサン

ゴ、それぞれのポイントのサンゴのかけらを比較すると、①うなり崎

のサンゴが太く折れにくくなっていること、②中野海岸が枝サンゴの

形がそのまま残っていること、③ひないビーチが折れてバラバラにな

っていることがわかった。同じ西表島内でも、場所によってサンゴは

その環境に応じて生きている生き物だということがわかった。 



サンゴの分布の特徴やポイントによる違いを比較し、その理由を考える 

 

 

 

 

 

 

生徒たちがまとめたそれぞれの海の特徴と、グループごとに考えたその理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この活動で、生徒一人一人が「自然をよく観察すること」ができた。また、各ポイントでまとめた特徴に対して、「なぜ、そのようになっているの

か。」と探究的に考えることで、自然の事象にはすべて理由があることを学ぶことができた。 

育みたい資質・能力 

→「協働的」に課題を解決し、 

「探究的」に物事を考える力 



【１時間】 海の環境を知る 【道徳（自然愛護）】                                  

 海洋に関する様々な体験を通じて、自然の美しさや自己との関わりに気付くようになる。また、人間

の力を超えた自然の崇高さを感性と理性の両面で捉えるようになる。それらを踏まえ、人間と自然との

関わりを多面的・多角的に捉え、自然と向き合い、愛し、守っていこうとする態度を育む。 

  

「西表島の海の健康レベルは？」という問いに「大変良い」「良い」とすべての生徒が答えた。その理

由を尋ねると、「サンゴがたくさんあるから」や「サンゴが白化していなかった」などであった。 

 そこで、世界の海の現状を知り、本当に海は健康な状態なのか、学ぶこととした。 

（海洋リテラシー：「地球には、多くの特徴をもつ１つの大きな海洋がある」） 

 

一人一台の端末を用い、動画「PERPETUAL PLANET」を視聴 

 動画は、①グレートバリアリーフ ②南極 ③シャークベイ（豪） ④パタゴニア ⑤ペルー 

などのそれぞれの世界の海の現状を学べる内容となっている。生徒たちは、グループごとにそれぞれの

海に関する動画を視聴し、海に関する問題点をまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒たちは、それぞれの海で起きている問題について、人が関わっていることに驚き、私たちの暮ら

しには責任があることを理解することができた。また、西表の海も世界の海も隔たれた海ではなく、１

つのつながった海洋であることを認識し、それぞれに起きている問題は、地球全体で解決していく必要

性を理解することができた。授業の終末で改めて西表の海の健康状態について尋ねると、「あまり良く

ない」と考え直す生徒が見られた。今後は、生徒一人一人が海の環境を考え、主体的に自分たちの生活

を具体的に見直し、行動に移すのか、考える学習につなげていく。 

生徒がそれぞれの海に関す

る問題点をまとめたもの 

 

ＩＣＴの活用により、それ

ぞれの特徴ある海で、現在

起こっている問題点をグル

ープごとにまとめることが

できた。 

 

また、海の健康状態を多面

的・多角的に捉え、判断する

ための貴重な材料となっ

た。 

生徒の振り返りのことば 

 

「自分たちの行動をつなげる」

という意識を大切に、持続可能

な社会作りの一員としての資

質・能力を育成する。 



評価の工夫                                           

「持続可能な社会作りに資する教育活動で重視する能力・態度」がどのように変容しているかを評価す

るために、「船浦中学校海洋教育ルーブリック」を開発した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの能力・態度には、評価内容が５点記入されており、生徒は当てはまることを自己採点するこ

とにより、学期ごとの振り返りを行う。自己評価した数値は、チャートにまとめ、自分が努力したところ、

もっと学びたいことを記述するよう指導を行っている。 

 これらの過程で、生徒は自分の成長や変化を確認し、次の課題へ進むことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船浦中学校 海洋教育ルーブリック 

船浦中学校 海洋教育ルーブリック 項目 



【１学期の結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 １年生平均 ２年生平均 ３年生平均 

自分で考える力 2.4 3.4 4.4 

つなげる力 1.7 2.9 3.8 

挑戦する力 2.3 3.4 4.5 

西表について 2.3 2.9 4.5 

将来の自分との関わり 2.1 2.9 4.5 

 【生徒のコメント（抜粋）】 

自分が頑張れた場面 海洋教育でできるようになりたいこと 

○モニタリングの時に写真を撮り、サンゴの観察をまとめ

ることができた。 

○サンゴモニタリングでみんなで協力してサンゴの種類

や色を調べることができた。 

○サンゴの状態、現状を知ることができた。 

○じぶんたち中学生でもできることがあるか考える 

○海に行って皆で調べるときに、積極的に取り組んだ。 

○自然のことを考え、自分の意見を発表すること。 

○今の世界の状況を理解して、よりよい世界を作れるには

どうすれば良いか考えられる人。 

○西表の課題点から西表をよくしたい。 

○物事の表面だけを知るのではなく、欠点も見つけて改善

するためにはどうするのかを考えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 ２年生 ３年生 

海洋教育を通して育まれた資質・能力（１学期） 

 
好奇心と探究心の向上 

海に関する学習への好奇心と意欲、学習対象への課題意識と探究心が高まった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働的な学習の価値の気づきと自己有用感の高まり 

自分の学び、協働による学びの価値に気付き、自尊感情と他尊感情、自己有用感をグループの中で

育むことにつながった。 

海洋に関する共通教養（海洋リテラシー）を身につける 

サンゴが自然の防波堤として、強い波を防いでいることや、豊かな生物多様性と生態系を支える重

要な役割を果たしていること、サンゴの生態について学ぶことができた。 

 

自然事象の道理を考える力、説明する力 

自分たちの調べた海の特徴をまとめること、その事象が「なぜ、そのようになっているのだろう？」

と原因や理由を仮説として考えていくことで、物事をよく見る力、自分なりに仮説を立て、根拠を

明らかにしていく力、自分の考えを説明する力を身に付けることができた。 

 



 

 

 

 

【 時間】 編集して伝えよう  

【国語】〇環境について調べたいテーマを決め、集めた材料を検討し、伝えたいことを明確にする。 

    〇伝える目的や内容に適した文章の種類を選択し、構成や表現を工夫して書く 

生徒が学んだことをまとめ、発信する活動において、本校では chromebookを用いて、海洋教育「結ぬ

海科」に関するホームページの作成に生徒自身が取り組んだ。 

グループごとに「西表島」、「サンゴ」、「フィールドワークで調べた内容」、「サンゴに関する問題点」、

「私たちができること」などのカテゴリーに分かれ、学んだことや、環境を守っていくために必要なこと

等をインターネットを通じて発信し、自分たちの学びや思いを表現している。 

生徒の作ったサイトの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海洋教育を通して育まれた資質・能力（２学期） 

 

伝える力・発信する力  

~結ぬ海科から~ 

船浦中学校 

海洋教育「結ぬ海科」サイト QRコード 


